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以降のSTEPにおける留意点
肥満症診断のフローチャート

肥満症の診断に必要な健康障害

  1）耐糖能障害（2型糖尿病・耐糖能異常など）
  2）脂質異常症
  3）高血圧
  4）高尿酸血症・痛風
  5）冠動脈疾患
  6）脳梗塞・一過性脳虚血発作
  7）非アルコール性脂肪性肝疾患
  8）月経異常・女性不妊
  9）閉塞性睡眠時無呼吸症候群・肥満低換気症候群
10）運動器疾患(変形性関節症：膝関節・股関節・手指関節、変形性脊椎症)
11）肥満関連腎臓病     
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＊1 常に念頭において診療。詳細は肥満症診療ガイドライン2022 p.14「二次性肥満の判定と評価」参照のこと
＊2 肥満症の診断に必要な健康障害に相当
＊3 BMI≧25の肥瀾のうち、高度ではない肥満
＊4 BMI≧25の肥満のうち、高度ではない肥満症

二次性肥満＊1

・内分泌性肥満
・遺伝性肥満
・視床下部性肥満
・薬物による肥満

肥満＊3 肥満症＊4 高度肥満高度肥満症

健康障害＊2、内臓脂肪蓄積
ともになし

健康障害＊2あり、または
内臓脂肪蓄積あり

健康障害＊2、内臓脂肪蓄積
ともになし

健康障害＊2あり、または
内臓脂肪蓄積あり

肥満（BMI≧25）

原発性肥満

25≦BMI<35 BMI≧35


